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                    2017.10.24 
                    日本卸電力取引所 

公正な価格指標の形成と発信に向けて 

本資料の内容 

・当所の概要 

・公的インフラとしての使命 ― 信頼性ある価格指標の形成・発信 

  流動性の現状―取引量 

  公正な価格形成―市場監視 

  情報の発信―価格、取引量等の公開  

・当所の課題と方向性 

資料３－２ 
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１．当所の概要 

市場 
 ・スポット市場（前日市場） 

需給をマッチさせるため、翌日計画の提出に先立ち、翌日の電気を30分単位で売買。 
現物の電気の需給を反映した価格。他の取引の指標に用いられる。 
取引量は、2016年度に230億kWh。 

 ・時間前市場 

数時間後の電気を30分単位で売買。 
翌日計画断面での需給マッチ後、ゲートクローズまでの需給計画変更に用いられる。

取引量は2016年度に17億kWh（海外の例でもスポットの数％程度）。    
 ・先渡市場 

将来（翌週～３年後）の価格と量を確定するための取引。受渡期間は週、月、年。取
引量は2016年度に1億kWh。 

市場開設法人 
・一般社団（設立2003年）。社員は21事業者。理事7名（うち中立者4名） 
・2016年4月 電気事業法の指定。 

・職員7名（専門性・効率性等の観点からシステム、夜間受付、会計等はアウトソーシング） 
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２．公的インフラとしての当所の使命  
   ― 信頼性のある価格指標の形成・発信 

・取引所取引は市場の一部であるものの、その価格は自由化後の電力価 
 格の指標として用いられる。公正な価格の形成・発信が、最重要の使命。 
 
 
・指標性のある価格として信頼されるためには、以下が必要。 
 

ⅰ 流動性 
   取引量（実需に対し、相応の割合を占める） 
 
ⅱ 価格形成過程の適切性 
   そのための市場監視  
 
ⅲ 価格指標の発信 
   価格、量等の情報公開 
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３．流動性―取引量 
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「増加傾向にあるものの」「海外諸国に対し低い水準」。 
（第20回制度設計専門会合事務局資料 平成29年7月28日）  
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取引量（単位百万kWh）と需要に占める前日市場の割合 

独・墺 約５０％ 

仏 約２５％ 

英 約５０％ 

日本は年度。他は暦年。英国はAPXとN2EXの合計（当日市場等も含む） 
出所 EPXSPOT Ofgem 当所  

日本 約３％ 

各取引の取引量及びスポット取引の価格の推移 
年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

取引量合計(百万kWh) 4,781 7,857 11,319 13,698 16,731 24,722 

スポット取引(〃） 4,717 7,358 10,285 12,601 15,396 22,961 

スポット取引の年平均価格（円
/kWh） 

13.72 14.43 16.51 14.67 9.78 8.46 

時間前取引(百万kWh) 13 247 843 864 1,311 1,660 

先渡取引(〃) 51 252 190 232 94 101 



Ⓒ2017 Japan Electric Power Exchange All Rights Reserved 

４．公正な価格形成のために―市場監視 ① 
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取引量が限定的な現状（前述）は、大手事業者の影響を受けやすい環境。 
このため「不正取引の監視のみならず、支配的事業者の行動」（「適正な電力取引につい

ての指針」）を検証。結果を公開（所内に有識者の監視委員会を設置、「四半期報告」を公表）。 

① 市場分断 
分断時は、当該エリアの「支配的事業者」の影響が大きくなるため、注視。 
  ⅰ 分断情報の公開 

エリア間の価格差と発生箇所がわかるデータをウェブ上に日々更新。 
 
  ⅱ 分断状況も踏まえた「支配的事業者」の監視 

  分断状況を注視（下表は当所「四半期報告」より）。 
市場分断の頻度と価格差の現状（最近1年） 

  

北海道 

北本分断率％ 

東北・東京 

ＦＣ分断率％ 

西日本 

価格平均 
（円/kWh） 

買約定量平均
（kW） 

価格平均 
（円/kWh） 

買約定量平均
（kW） 

価格平均 
（円/kWh） 

買約定量平均
（kW） 

2016年7～9月 11.30 102,000 69.6 9.46 701,200 69.6 7.89 1,866,700 

2016年10～12月 12.55 96,700 87.1 8.79 808,800 47.3 8.01 1,676,800 

2017年1～3月 12.17 95,500 61.6 10.40 1,176,500 40.1 10.34 1,973,100 

2017年4月～6月 10.54 144,400 78.5 9.18 1,158,800 85.2 7.59 2,285,300 

2017年7～9月 11.98 160,400 78.7 10.25 2,041,800 71.6 9.11 3,742,300 
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５．公正な価格形成のために―市場監視 ② 
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 ⅲ 分断状況も踏まえた「支配的事業者」の監視（例） 
・北海道エリアの分断頻度、価格差、厚みの乏しさ（取引量や参加者数）等も踏まえ、北
海道電力㈱の取引の「消極的な姿勢」につき、当所市場取引検証特別委員会の見解を公表
（「平成28年度秋季四半期報告」平成29年2月）。 
・東日本エリアにおいては、東電ＥＰ㈱の入札に注意喚起。その旨を公表（同前）。 

② 取引所取引の利用度合の非対称性 
   ・１会員当りの取引量は増加傾向。 

 ・他方、取引所取引の利用度合は非対称的。 
   新電力･･･供給力の4割程度を取引所で調達（第22回制度設計専門会合資料）。 
   旧一般電気事業者 
     ･･･売約定の過半を占めるが、各社の事業規模に占める取引量の割合は限定的。            

約定量に占める旧一般電気事業者の割合（％）（出所：当所「四半期報告」） 

  2016年7～9月 2016年10～12月 2017年1～3月 2017年4月～6月 2017年7月～9月 

売 60.9 58.2 61.9 57.3 72.9 

買 11.1 8.6 18.3 11.6 17.8 

年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

取引量(百万ｋＷｈ） 4,781 7,857 11,319 13,698 16,731 24,722 
年度末会員数（社） 54 54 81 109 130 124 
１会員当り取引量(百万ｋＷｈ/社） 89 146 140 126 129 199 
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６．公正な価格形成のために―市場監視 ③ 
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③「価格の高騰」･･･7月の「昼間」時間帯は、前年同月を上回る価格水準。 

前年度との差の大きい「海の日」明けの入札状況→次頁 

価格インデックス「24時間（ベース）」と「8時～22時（昼間）」の前年同月（7月・8月）との比較 

当該時期は、前年と比べ、「昼間」が「ベース」に対し割高。 

円／kWh 

倍 

「ベース」価格に対する「昼間」価格の倍率の推移（7月・8月） 
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７．公正な価格形成のために―市場監視 ④ 
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「海の日」明け（7月18日（火）～21日（金））の約定量・入札量の推移（前年との比較） 

   買入札量と約定量は、全ての時間帯で前年より増加。 

売入札量は、買入札量の多い時間帯で前年より減少。売が買を下回る時間帯が増加。 

前年の「海の日」明けは、2016年7月19日（火）～22日（金） 

kWh／h 
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８．公正な価格形成のために―市場監視 ⑤ 

-8   

「海の日」明けの入札状況（東日本の価格が高騰したコマの、東日本の売買入札曲線の事例） 

 売り札が売り切れたた
め、買い札の価格で、価
格が決まっている。 

売曲線 

買曲線 

売曲線が垂直。 
 
市場分断のため、 
売り札が売り切れ。 

量 

価
格 
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９．情報の発信―価格、取引量等の公開  

約定の結果情報（各商品の価格・量）をウェブで日々更新（海外の取引所と同様･･･下記）。 
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１０．課題と方向性 ― 新市場への対応・運営体制等 

○新市場等への対応 
非化石価値取引市場の開設、間接オークションの導入（それに伴う経過措置） 

-10- 

○体制･･･次世代の人材の確保・育成が課題。 

参考　 海外取引所の組織規模

人数 備考

123 北欧・ バルト 三国、 英国の市場を運営。 国際連系線の管理。 コ ンサルティ ング子会社も 含む。

160 英（ APX UK)、 仏、 独・ オースト リ ア、 オラ ンダ、 ベルギー、 スイ スの市場を運営。

Energy Excange Austria 11 オースト リ ア・ 独の市場を運営。 オースト リ ア系。

6 英国の市場を運営。 独立系から APX、 さ ら に現在はEPEXSPOTの傘下。

各社annual　 report（ 2015、 2016） より

Epexspot

APX UK

Nordpoolspot

○システム･･･新市場等への対応（上記）に加え、清算システムの機能向上に注力。 
 

資金面のサービスを取引参加者に提供する金融機関等を念頭に置き、「清算会
員制度」の導入を検討中。 

○スポット市場の取引単位 
  現行「千kWh/h」を、「百kWh/h」（時間前取引と同じ）に見直す方向で検討。   

要員数は現在7名。システムによる自動化を図りつつ、中長期的に必要な人材確保を図る。 


Sheet1

				年度末会員数 ネンド マツ カイイン スウ		23年度		24年度		25年度		26年度		27年度		28年度

				取引量(百万ｋＷｈ） トリヒキ リョウ ヒャクマン		4,781		7,857		11,319		13,698		16,731		24,722

				年度末会員数（社） ネンド マツ カイイン スウ シャ		54		54		81		109		130		124

				取引量／会員数(百万ｋＷｈ/社） トリヒキ リョウ カイイン スウ シャ		89		146		140		126		129		199



						売約定 ウ ヤクジョウ

						買約定 カ ヤクジョウ





Sheet5

				市場分断の頻度と価格差の現状（最近1年） シジョウ ブンダン ヒンド カカク サ ゲンジョウ サイキン ネン

						北海道 ホッカイドウ				北本分断率％ キタ ホン ブンダン リツ		東北・東京 トウホク トウキョウ				ＦＣ分断率％ ブンダン リツ		西日本 ニシ ニホン

						価格平均
（円/kWh） カカク ヘイキン エン		買約定量平均（kW） カ ヤクジョウ リョウ ヘイキン				価格平均
（円/kWh） カカク ヘイキン エン		買約定量平均（kW） カ ヤクジョウ リョウ ヘイキン				価格平均
（円/kWh） カカク ヘイキン エン		買約定量平均（kW） カ ヤクジョウ リョウ ヘイキン

				2016年7～9月 ネン ガツ		11.30		102,000		69.6		9.46		701,200		69.6		7.89		1,866,700

				2016年10～12月 ネン ガツ		12.55		96,700		87.1		8.79		808,800		47.3		8.01		1,676,800

				2017年1～3月 ネン ガツ		12.17		95,500		61.6		10.40		1,176,500		40.1		10.34		1,973,100

				2017年4月～6月 ネン ガツ ガツ		10.54		144,400		78.5		9.18		1,158,800		85.2		7.59		2,285,300





Sheet4

				仏 フツ		ドイツ

		2007		44,221.981

		2008		51,478.737

		2009		52,648.347

		2010		52,629.636

		2011		59,692.111

		2012		59,151.696

		2013		58,478.684

		2014		67,820.623

		2015		106,368.498

		2016		110,436.326



フランス

仏	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	44221.981	51478.737000000001	52648.347000000002	52629.635999999999	59692.110999999997	59151.696000000004	58478.684000000001	67820.623000000007	106368.49800000001	110436.326	







Sheet3

				海外の取引所の公開項目（前日市場） カイガイ トリヒキ ショ コウカイ コウモク ゼンジツ シジョウ

								ＥＰＥＸＳＰＯＴ		ＡＰＸ　ＵＫ		Ｎ２ＥＸ		当所 トウショ

				約定情報 ヤクジョウ ジョウホウ		価格 カカク		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン

						量 リョウ		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン

				入札情報 ニュウサツ ジョウホウ		価格 カカク		Aggregated Curves　を公開 コウカイ		Aggregated Curves　を公開 コウカイ		×		×

						量 リョウ						×		各商品・日次更新 カク ショウヒン ニチジ コウシン





Sheet2

				参考　海外取引所の組織規模 サンコウ カイガイ トリヒキ ショ ソシキ キボ

										人数 ニンズウ		備考 ビコウ

				Nordpoolspot						123		北欧・バルト三国、英国の市場を運営。国際連系線の管理。コンサルティング子会社も含む。 ホクオウ サンゴク エイコク シジョウ ウンエイ コガイシャ フク

				Epexspot						160		英（APX UK)、仏、独・オーストリア、オランダ、ベルギー、スイスの市場を運営。 エイ フツ ドク シジョウ ウンエイ

				Energy Excange Austria						11		オーストリア・独の市場を運営。オーストリア系。 ドク シジョウ ウンエイ ケイ

				APX UK						6		英国の市場を運営。独立系からAPX、さらに現在はEPEXSPOTの傘下。 エイコク シジョウ ウンエイ ドクリツケイ ゲンザイ サンカ

				各社annual　report（2015、2016）より カクシャ
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１１．課題と方向性 ― 市場監視  

支配的事業者の監視が重要（前述）。旧一般電気事業者の自主的取組（売入札量、グロス・ビ

ディング等）についての検証（※電力・ガス取引監視等委員会と連携）。 
 
※グロス・ビディングが「取引所の価格指標性にどのような影響を与えるかについて取引所等とも連携
しながら、検証」（電力・ガス取引監視等委員会「第22回制度設計専門会合事務局資料 平成29年9月29日）  

 注：先物市場開設後は、先物取引の監視との連携も必要。 

 

 参考：下図は、市場監視における関係機関の連携の考え方を示したもの（出所 EPEXSPOT） 
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（参考①）売買入札量 

スポット市場の売買入札
総量を、商品別に、ウェ
ブサイトで公開。 
 
入札量は売買とも、経年
的に増加。 

0時 0時 24時 24時 

買入札量 売入札量 

時間帯別入札量の年度平均（2012～16年度） 

年々増加 

年々増加 

2016年度 

2016年度 

2012年度 
2012年度 
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（参考②）卸電力価格の「地域差」と「支配的事業者」 

-13- 

当所の参加者数は、諸外国並の
水準（右表）。売り手の数は、
東日本・西日本とも50社以上。
北海道エリアは10社以下。 
 

参加者数
需要に占める

割合

ド イ ツ 219 53%

オラ ンダ 68 39%

フ ラ ンス 114 23%

ベルギー 54 29%

英国 64 19%

Ｊ Ｅ Ｐ Ｘ 124 3%

各国の取引所取引の参加者数と 需要

に占める取引量の割合

出所　 EPEXSPOT（ 2015年末） 。

JEPXは2016年度。

「北海道＞東京・東北＞西日本」の傾向 

（参考） 
各地域が単一市場となった場合の発電所出力におけるＨＨＩ（※） 
 北海道 8917 東京・東北 4643 西日本（中部～九州）1664 

出所「電源の所有構造（卸電力市場におけるHHI）」第16
回制度設計専門会合事務局提出資料（平成29年3月31日） 

※HHIは、市場の独占度合いを測定する指標の一つ。各事業者が市場で有する 
 シェアを自乗し、それを加算して算出する。HHIは、0に近いほど完全競争 
 状態に近く、最大値の10,000（完全独占）に近づくほど、市場集中度が高い 
 ことを示す。 

円／kWh 
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